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令和６年度釜石市立甲子中学校 学校経営グランドデザイン 

Vision 

 Mission                                                  Passion 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての子どもたちに、確

かで豊かな教育（確かな学

力、豊かな人間性、健やか

な体）を保障し、地域を思

い愛する気持ちと、創造的

で発展性のある思考力、そ

して鋼鉄の意思を持ち合

わせた情熱と行動力ある

釜石人を育てる。 

 私たち教職員の責務は、「子ど
もの良さを引き出し、未来に希
望を持たせること」である。その

ためにできる限りの愛と情熱を
注ぎたい。子どもたちの未来が
創造的で希望あるものとなり、

自ら歩んでいこうとする意識と
姿勢が育成されることを願い、
生徒一人ひとりの能力の開発と

伸長に主眼を置いた生徒主体の
教育活動を行っていきたい。 

自ら学び 心豊かで 思いやりのある  

たくましい生徒の育成 

  ・自ら学ぶ生徒【知】＝学力つくり 

  ・心豊かで、思いやりのある生徒【徳】＝心つくり 

  ・たくましい生徒【体】＝健康・体力つくり 

           ◇ICT 教育への対応 ◇社会に開かれた教育課程の編成…鉄、甲子柿、ラグビー  ◇CS 活動の発展充実 

           ◇生徒指導の充実  ◇校内研究の充実    ◇部活動（地域移行への対応）  ◇職員研修の充実 

           ◇学力向上（アウトプット能力の向上、得点力アップ、新学検への対応）     ◇感染症対策  

  

 

 

R６検討課題 

学校教育目標 

 

【めざす学校像】 

歓喜あふれ、通じ合い、信を尊ぶ甲子中学校 

 歓喜あふれる学校生活（授業、特別活動、部活動）づくり

を通して、生徒と教職員が心を通じ合わせ、信じ合い、信念・

信頼を持って共に活動し、有意義な時間を共有する学校であ

りたい。学校に来れば楽しい仲間や先生に会えると思える甲

子中学校でありたい。 

【めざす教師像】 

「子どもの夢を全力で叶えてあげる教職員」 

①誰からも信頼される教職員 

②すべての生徒に公正公平に接する教職員 

③生徒の心に寄り添い生徒理解に努める教職員 

④共通理解のもと、同じ方向性をもち建設的に 

事にあたる教職員 

keyWord 「信頼」「公正公平」「生徒理解」 

  夢の実現＝M × V × P 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

     

〇「いわての授業づくり３つの視点」（改訂版）「わかる授業」、「魅力 

ある授業」の確実な実践 

〇学習指導の工夫（少人数指導・TT等の充実、主体的・対話的で深い 

学びの充実） 

〇特別支援教育の理解と充実（個に応じた支援の工夫、UDの視点） 

〇読書活動の推進 

〇GIGA-school構想の実現、ICTの活用 

１ 学習の基礎・基本の定着 

 〇いじめのない学校づくりの推進 

〇各種検査や QUの有効活用 

〇情報モラル指導の充実 

〇道徳・ボランティア活動・社会貢献活動の充実 

２ 思いやりの心、支え合う心の育成 

〇健康教育の充実と意欲につなげる環境づくり 

〇精神的な逞しさの向上（勇気、挑戦、全力） 

〇欠席の少ない学校つくり  

３ 健康・体力づくりの推進 

 〇「いわての復興教育」の実践と震災教訓の継承 

〇生徒が主役となる活動の充実 

（自己肯定感・有用感の向上） 

〇合唱、壁画、ハカ等の表現活動の充実 

〇学級活動・生徒会活動の充実 

４ 特別活動・復興教育の充実 

 

〇小中連携の具体的な推進 

〇鉄の学習、甲子柿学習、ラグビーの取組など地域学習の推進 

〇地域の諸団体との連携 

〇学校評価の充実 

〇CS（学校運営協議会）の活動推進 

５ 社会に開かれた教育課程の開発と実践 

〇授業改善への継続した取り組みによる授業力の向上   

〇確かな学力育成プランに基づく校内研究の充実        

〇生徒指導、学級・学年経営の実践力の向上       

〇コンプライアンスの徹底 

〇信頼、公正公平、生徒理解の向上を図り実践する教職員 

６ 教職員のスキルアップ、生徒とともに学び続ける教職員

社会に開かれた教育課程の開発と実践 

今年度の６つの重点 

生徒のニーズ・保護者

の思い・地域の期待 

・生徒の課題 

学校の課題… 

感動ある教育活動の創造 

学力向上 

魅力ある授業の創造 

学校づくりの３つのキーワード 

 

 

 

 



学校の概要 

１ 所 在 地   

北緯３９度１５分０２秒  東経１４１度４８分０５秒 

２ 校   地   

建物敷地３，９５４㎡  運動場１２，８７２㎡ 

３ 建 物 等  校舎３，２８９㎡  体育館１，２３７㎡ 

４ 学   区  甲子小学校区（大橋～松倉） 

５ 沿   革（抜粋） 

 昭和２２年 ４月 新学制により甲子村立甲子中学校創立 

 昭和２５年 ５月 新校舎落成 

       ９月 大松分室が大松中学校として分離 

 昭和３０年 ９月 町村合併により釜石市立甲子中学校と 

改称 

 昭和３６年 ６月 校舎増築 

 昭和３７年１１月 屋内体育館落成 

 昭和４９年１０月 文部省指定「道徳教育」公開研究会開催 

 昭和５７年 ８月 全国中学校柔道大会出場 

 昭和５８年 ３月 「ぼくらの手でぼくらの新聞を」全国コ 

ンクール朝日新聞社賞受賞 

 昭和５９年１０月 新校舎落成、記念式典挙行 

 平成 元年 ３月 新体育館落成 

      １０月 学校視聴覚教育全国研究大会 

（釜石大会）協力校 

 平成 ２年１２月 全国作文コンクール優秀賞受賞 

平成 ３年 ６月 愛鳥モデル指定校 

 平成 ５年 ７月 サッカー部県中総体第３位入賞 

 平成 ６年１２月 校庭夜間照明施設設置 

 平成 ８年 ５月 ＧＰＳ測量システム（校庭設置） 

観測局運用開始 

平成 ９年１１月 創立５０周年記念式典挙行 

平成１０年 ４月 釜石市立釜石西中学校と統合 

 平成１３年１０月 県道徳研究大会（釜石大会）及び市指定 

「道徳」学校公開研究会開催 

          「わたしの主張」全国大会出場 

 平成１４年１０月 甲子地元学参加 釜石市ジュニア 

ヘルパーサポート事業参加 

 平成１６年１１月 県生徒創作コンクール旋律部門 金賞 

県新聞ｺﾝｸｰﾙ最優秀賞「甲子ガキ」2 年 

 平成１７年１１月 県新聞コンクール最優秀賞 

３年「甲子ガキ」 

 平成１８年１１月 税の作文 東北地区納税貯蓄組合連合 

会長賞 

 平成１９年１１月 岩手県学校図書館協議会研究大会会場 

１２月 かまいし第九「オーケストラと歌おう」 

全校合唱で参加 

 平成２０年１１月 岩手県中学校総合文化祭ステージ発表 

の部「虎舞」出演 

平成２３年 ３月 東日本大震災発生により、体育館が避 

難所、校庭は自衛隊駐屯地となる。 

 ７月 避難所閉鎖、自衛隊撤退、学校生活 

もとに戻る。 

平成２５年 ８月 県中総体水泳背泳ぎ 100M・200M 

優勝 東北水泳 100M６位入賞 

 平成２６年１１月 東北音楽教育研究大会開催 研究授業 

公開 ３年生合唱で参加 

 平成２７年１１月 岩手県新聞コンクール  

最優秀賞２年「地球」 

 平成２８年 ８月 ７０周年イベントとしてスポーツパネ 

ルディスカッション開催 

平成２９年１１月 学校公開研究会 

 平成３０年１０月 県新人野球大会ベスト８ 

          甲子柿づくり学習開始 

 令和 元年 ９月 ラグビーワールドカップ観戦 

      １０月 IBC 子ども音楽コンクール東北大会 

 令和 ２年    新型コロナウイルス感染症による活動 

制限、真夏の体育祭、秋の修学旅行（函 

館）、初代ハカ部隊 

 令和 ３年    修学旅行が県内学習旅行に 

 令和 ４年１１月 釜石市教委指定学校公開研究会 

 令和 ５年１０月 県中総体ラグビー準優勝 

 

６ 学区の概要 

  学区は、甲子川上流域にあたり国道２８３号線に沿って大

橋、唄貝、大松、砂子、一の渡、洞泉、関沢、大洞、鍋倉、

大畑、松倉の各地区からなり東西１２㎞に及ぶ。そのため通

学にスクールバスを利用している生徒がいる。釜石の西の玄

関口となっており、内陸との交通の要として、また釜石鉱山

があった時代は産業の中枢地として発展した。しかし、鉱山

閉山後は目立った産業が特になく、学区は住宅地として位置

付けられている。保護者は給与所得者がほとんどであり、両

親共稼ぎの割合が極めて高い。東日本大震災後には仮設住宅

が相次いで建設され、世帯数が約３０００、人口が約６７０

０人と急増している。地域住民、保護者の教育に対する関心

は高く、進取の気風と自立の精神は今でも受け継がれ、教育

振興運動、ＰＴＡ活動等への協力を惜しまず、学校教育推進

の大きな支えとなっている。 

 

７ 校章の由来 

 

枠は国生みの神話にある鏡、九耀の

日月を配する高遠な理想に立ち向

かうたくましさと鏡のように澄ん

だ穏やかさと円満な心の持ち主た

れとの願いが込められて昭和２５

年に制定された。 

 

８ 生徒数と学級数  （ ）は特支（内数） 

  
１ 

年 

２ 

年 

３ 

年 

若 

木 

知的 

かしわ 

情緒 
計 

在 

籍 

数 

男 20 19(1) 22(2) (1)  (2) 61(3) 

女 20(1) 21(1) 22 0 (2) 63(2) 

計 40 40 44 (1) (4) 124(5) 

学級数 2 2 2 1 1 8 

 

９ 教 職 員 数 

 
校 

長 

副

校

長 

教 

諭 

養 

教 

講 

師 

主

事 

S 

C 

用 

務 

員 

Ｓ

Ｂ 

支

援

員 

A

L

T 

計 

男 １ １ 6 ０ 2 １ ０ １ １ 0 1 14 

女 ０ ０ 6(1) １ 1 ０ １ ０ ０ 2 0 11 

計 １ １ 
12

(1 ) 
１ 3 １ １ １ １ 2 1 25 

 

10学 校 医 

内 科 神 林 敦 彦 

眼 科 佐 渡 一 成 

耳鼻科 堀     晃 

歯 科 三 浦   孝 

薬剤師 町 田 和 敏 

 



放送室

かしわ

校長室

３　階 ２　階

図書室 ３　A ３　B Ｓルーム２　A ２　B Ｉルーム 若木

ＷＣ ＷＣ

物置

第2理科室
教材室

カウンセリング

ルーム

準備室
職員室

第１理科室

音楽室 会議室 相談

室

被服室
準備室

職員
WC

生徒会室

倉庫

校
庭
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

１　階

１　A １　B
Ａルー
ム

多目的ホール
（Ｋホール）

ＷＣ

体育館

裏玄関

職員
玄関

保健室

昇降口

準備室

美術室

ボイラー室
準備室

調理室

技術室
テニスコート

11 日課 

 A日程 B日程 

登 校 8:20 

朝読書 8:20～8:30 

短学活 8:20～8:30 ㈫全校朝会 ㈭学年朝会 

１校時 8:50～9:40 8:50～9:35 

２校時 9:50～10:40 9:45～10:30 

３校時 10:50～11:40 10:40～11:25 

４校時 11:50～12:40 11:35～12::20 

昼 食 12:45～13:10 12:25～12:50 

休 憩 13:10～13:30 12:50～13:10 

５校時 13:35～14:25 13:15～14:00 

６校時 14:35～15:25 14:10～14:55 

清 掃 15分 

短学活 15分 

部活動 ～16:35（17:55） 

完全下校（SB） 16:40（18:00） 

 

12 年間行事予定 

4月５日  始業式、入学式 

4月 1０日 生徒会入会式 

4月１９日     PTA総会 

5月１１日        体育祭 

6月１５日    地区中総体 

6月２５日    期末テスト 

7月１３～1５日 県中総体 

7月２０日     地区駅伝 

7月２２日～   期末面談 

7月 2５日  １学期終業式 

8月２０日  ２学期始業式 

9月７日   地区新人大会 

９月１９日～    修学旅行 

9月 2６，２７日 中間テスト 

10月１２日 愛校祭（文化祭） 

10月 1９,２０日  県中新人 

１１月２，３日  県中ラグビー 

11月１６，1７日   県中新人 

11月 2５日     期末テスト 

12月２０日～    期末面談 

12月 2５日  ２学期終業式 

1月 1４日   ３学期始業式 

2月 1７,1８日  期末テスト 

3月５，６日  公立高校入試 

3月 1０日  卒業式・修了式 

 

 

校舎配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 教職員 

NO 職 名 氏名 分掌、部活動 

1 校 長 山 蔭 深 思  

2 副校長 坂 本 琢 磨 総務 

3 主 事 千 葉 大 陽 事務 

4 教 諭 東   昌 幸 教務主任、Sテニス 

5 教 諭 千 葉 実木子 特支コ、卓球 

6 教 諭 平 山 敦 子 ２年主、図書館、総合文化 

7 教 諭 阿 部 賢一朗 研究主任、野球 

8 教 諭 盛 合 信 吾 生徒指導主事、３年主、バレー 

9 教 諭 千 葉 かおり バスケ 

10 教 諭 須 貝 沙緒里 １年主、いのちの教育、卓球 

11 教 諭 長谷川 利 恵 後期生徒会、中文連、Sテニス 

12 教 諭 川 村   吉 前期生徒会、卓球 

13 教 諭 落 合 秀 哉 教育相談、中体連、サッカー  

14 教 諭 城 内 博 人 道徳、バスケ 

15 教 諭 黄川田 真 紀 進路、バスケ 

16 養 教 小笠原 真 萌 保健主事 

17 講 師 佐 野 順 一 部活動、卓球 

18 講 師 山 口 孝太郎 視聴覚・情報、野球 

19 講 師 三 嶋   萌 安全、総合文化 

20 用務員 藤 井   薫 総務 

21 支援員 大信田 信 恵  

22 支援員 山 田 立 子  

SC 小澤奈美 ALT クローデン トーマス マシュー 運転手 藤井友悦 

14 PTA役員 

会 長 前川仁 

副会長 小笠原梓、小澤茂 

事務局長 佐々木秀裕 

事務局次長 本多幸美 

会計監査 菅原美咲、小原幸子 

 

 


